
 

川根地域の玄関口に当たる島田市川根町の身

成地区では、以前は大井川の河畔に雑木が生い茂

り、目に余る状況となっていたため、地域から河

川環境の改善を要望する声が上がりました。 

これを受けて県で環境整備を行なう方針を決

定しましたが、具体的な計画の内容については、

利用者である地域の意向や維持管理の方法など

を考慮して検討する必要があることから、地域住

民と市と県の、３者の協働で策定することとしま

した。 

なお、計画策定後は、みんなで計画した河川公

園(多目的広場やクロスカントリーコース)を、

“みなりパーク”と命名し、地元組織“みなりパ

ーク委員会”を発足させて、現在は、今後の維持

管理などを検討しています。 
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～地域住民により河川公園の計画づくりと 

維持管理のための組織が発足～ 
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  ● 協働のきっかけ（地域の課題）・取りかかり      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

   
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

■「こんな協働やってます」（活動概要） 

＊河川公園計画については、ワークショップでよ

り多くの意見を集約し、全体計画を策定しまし

た。 

＊計画策定後には、ワークショップメンバーと地

元町内会役員で構成する組織「みなりパーク委

員会」を発足させ、公園の維持管理や利活用に

ついて検討していくことになりました。同委員

会の活動実績としては、これまでに、多目的広

場完成の記念植樹、手作りの樹名板、ケヤキの

廃材を活用したテーブルとベンチの製作を行な

っています。 

＊公園全体の整備はまだ途中ですが、既に完成し

た施設については、同委員会や町内会が、リバ

ーフレンドシップ制度を活用しながら維持管理

にも参画していく予定です。 

■ 協働の関係図 
 

■ 「協働のメンバー」 ： みなりパーク委員会、身成第一町内会、 

島田市、静岡県島田土木事務所 

計 画 ～ 維持管理 

普及･PR 河 川 

■ 位置図           

 

 

 

■ 「取組現場周辺の様子」
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みんなで DIY！ 
手作りで樹名板やテーブルベンチを製作 

県島田土木事務所 
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身成第一町内

島田市 

地域に相応しい

公園整備 

地域と行政が

一致団結 

ワークショップのようす 



 

 

 

 

“地域づくり”の現場から（インタビュー）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■協働の経緯                               ■協働のパターン  

平成 20 年 12 月～ 

平成 22 年  1 月 

 

 

平成 22 年 ３月～ 

 

 

平成 2３年 ３月 

平成 2３年 ７月 

 

計画策定のためのワークショップを開始(計 4 回開催) 

大井川(身成地区)河川環境整備計画が完成 

公園の利活用と維持管理を検討する地元組織「みなり

パーク委員会」が発足 

「みなりパーク委員会」活動開始 

先進地視察（山梨県、静岡市内）、組織体制づくりの検

討など、計５回の委員会を開催 

みなりパーク多目的広場の完成(記念植樹会を開催) 

みなりパーク多目的広場のテーブルとベンチを手作り 

で製作 

■協働の“コツ”   
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 ● 協働の成果と今後の展開       
 

 

 

 

 

 

 

 

 
更に詳しく知りたい方は・・・・ 

 連絡先   島田土木事務所 川根支所 
〒428-0104 静岡県島田市川根町家山 1313-4 
TEL：0547–53-3133 FAX：0547–53-4037 
     E-mail：shimada-kawane@pref.shizuoka.lg.jp 

          

（みなりパーク委員会）側の“コツ“ 
 新たな委員会組織を作っていく上で、なるべ

く地域住民に負担が掛からないように、既に出

来ている町内会の組織を活用することにしま

した。 

 参加者を多く集めるため、手作りの施設製作

会など、みんなで参加し達成感があるようなイ

ベントを開催しました。 

（島田土木事務所・島田市）側の“コツ” 
できるだけ多くの方々に、事業について興味を

感じてもらえるよう、他の先進地を視察するイベ
ントを企画しました。 

また、活動されている地元の方々の様子を広報
し、地域の PR にもなるよう、活動内容をニュー
スレターにして配布したり、新聞やラジオ等でも
紹介していただきました。 

「みなりパーク」多目的広場 

完成記念植樹会 記念写真 

地域の方々による草刈のようす

Ａさん）最初は、ワークショップの参加者にも何をどう

してよいか分からず戸惑いがありましたが、だんだん

計画が見えてくるにつれて、「地域のために良いもの

ができてほしい」という想いが出てきました。 

Ｂさん）普段は関わりの少なかった土木事務所や市の職

員ともふれあう機会が増え、地域住民と行政が一体と

なって川根地区を作り上げていくという雰囲気にな

ってきました。 

Ｃさん）少子高齢化が進む中で、若い世代に取組を引継

ぎ、活動を続けていけるようにすることが大きな課題

だと思います。 

 手作りのテーブルベンチ製作では、地域の方々の団結力がすば

らしく、感激しました。この力が地域の活性化に繋がっていく

よう、今後も積極的に取り組んでいきたいと考えています。 

 今後の展開としては、公園の整備に合わせて維持管理の体制を

整えるとともに、地域が活性化するような効果的な公園の利活

用方法を検討して行きます。 

①スタートから協力 型 

②相互単独から協力 型 

③行政または企業主導 型

（県民・NPO 協力）  

④県民・NPO 主導 型 

（行政または企業協力） 


